
第４８号議案 

   令和５年度芦屋市一般会計補正予算（第４号） 

  令和５年度芦屋市の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ10,152千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ44,449,308千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

   令和５年６月３０日提出 

芦屋市長 髙 島  崚 輔    
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令和５年度一般会計補正予算（第４号）について

歳入歳出予算

当初予算額： 43,741,000千円

現計予算額： 44,439,156千円

補 正 額： ＋ 10,152千円

補正後予算額： 44,449,308千円 （＋708,308千円）

（補正額の内訳）

※ （ ）内は当初予算額からの増減額

※ （ ）内は市負担額（一般財源及び市債）

保育施設等原油価格・物価高騰対策一時支援金支給事業 ＋ 10,152千円（▲ 320千円）

補 正 額：＋ 10,152千円（▲ 320千円）
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【別紙】…前頁に係る歳出予算の補正内容

（単位：千円）

国・県 市債 その他 一般財源

民生費-児童福祉費-保育所費

保育施設等原油価格・物価高騰対策
一時支援金支給事業

教育費-社会教育費-青少年対策費

保育施設等原油価格・物価高騰対策
一時支援金支給事業

合　計 ＋10,152 ＋10,472 ＋0 ＋0 △ 320

（注） 「財源内訳」欄の「その他」は、国県支出金・市債以外の特定財源（寄附金及び特定目的基金等）を計上。

財源内訳

＋1,991

△ 255＋8,481

△ 65

補正額事　業　名 事 業 概 要

県の補正予算に伴い、物価高騰の影響を受けている保育施設等に対して、
保育施設等の継続的・安定的なサービス提供を図るため、光熱費や食糧費
等の価格上昇分の一部を支援するもの。（補助率：県10/10）
（財源内訳の一般財源の減少は、事務費に対する県補助金の追加による財
源更正によるもの。）
【支給対象】
民間の事業者が運営する保育所（11か所）、幼保連携型認定こども園（５
か所）、地域型保育事業所（６か所）、認可外保育施設（23か所）、居宅
訪問型（６か所）、放課後児童クラブ（13支援）
【支援額】
１施設当たり単価：認可（届出）定員０～９人18,000円、以降10人ごとに
36,000円加算

＋8,226

＋1,926
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